
 

はじめに 

 本校は旧下毛郡の中山間地域に位置した全校生徒

44人の小規模校である。20年前の市町村合併以来、

生徒数の減少が顕著になっている。明るく素直な生

徒が多く、あいさつをよくする。小規模校であるた

め、縦割りの活動が多く、どの学年も仲良く過ごす

姿が見られる。一方で、生活面や学習面では個人差

が大きく、支援を要する生徒が増えてきた。自己肯

定感や自己有用感が低いため、学びに対する意欲が

続かなかったり、人間関係がうまくいかなかったり

することがある。保護者や地域の方々が学校に寄せ

る期待は大きい。 

青の洞門や羅漢寺など観光スポットが点在する本

耶馬渓町は、毎年行楽シーズンには多くの観光客で

賑わう地域である。しかし、町全体では少子高齢化

が進むとともに、地域のつながりが薄れつつあるの

が現状である。現在、町内は中津日田高規格道路が 

工事中で、昨年 3 月 24 日には「青の洞門・羅漢寺Ｉ

Ｃ」が学校の隣に開通し、地域も大きく変わろうと

している。 

 本校の教育目標は、「地域を愛し 心豊かでたくま

しく ともに学ぼうとする生徒の育成」である。学

校・家庭・地域が連携・協働して、地域の良さを知

り、地域に貢献する生徒を育てるために全教職員で

取組を進めている。 

 

１ 主題設定の理由 

 本報告は、「総合的な学習の時間」を核に探究的な

学習として取り組んだ本校の「地域を知り、地域に

ついて考え、地域の魅力を発信する取り組み」をま

とめたものである。総合的な学習の時間では、探究

的な見方・考え方を働かせ、教科横断的・総合的な

学習を行うことを通して、自己の生き方を考えなが

ら、自分を取り巻く地域の課題を発見し解決してい

く資質・能力を育てることができると考える。 

本校には、44 年前から続く「クリーン本耶馬」と

いう地域清掃活動と 10 年前から修学旅行先での地

域の魅力を発信する「ふるさとＰＲ隊」がある。 

 

いずれも特別活動の中で行っていたが、年月を経る

中で形骸化が課題になっていた。 

３年前に教頭として着任して早々、形骸化してい

た地域学習について担当教員から相談を受けた。校

長も交えて、話し合いをする中で、今ある活動を総

合的な学習の時間に位置づけ、地域の教育資源をう

まく活用しながら、「社会に開かれた教育課程」の視

点でカリキュラムの見直しを行うことにした。 

 

２ 学校経営の視点 

（１）地域社会と連携を通した、ふるさとを愛する

生徒の育成を図るための学校の体制づくり 

（２）地域の教育資源を活用したカリキュラム・マ

ネジメントのあり方 

 

３ これまでの経緯と取組の方向性 

（１）総合的な学習の時間の課題 

 ① 総合的な学習の時間は、問題解決的な活動

が発展的に繰り返されていく探究的な学習

活動が求められているにもかかわらず、本校

のそれは、特別活動と関連させて体験活動を

実施することに主眼が置かれていた。 

② ふるさと学習の視点で総合的な学習の時

間のカリキュラムを編成する際、他に取り入

れたいキャリア教育等の学習活動をどのよ

うに位置づけるかが課題であった。また、実

施方法の見直し、教員や生徒の多忙感にどの

ように対処していくかも課題であった。 

 

（２）手だて 

① めざす生徒像の実現に向けて、校長のリー

ダーシップを発揮する。 

② 社会に開かれた教育課程の実現に向けて、 

これまで行われてきた体験活動等に地域人

材を活用したかたちで教科等横断的にカリ

キュラム編成し、系統立てる。 

➂ 地域とともにある学校づくりに向けて、学

校運営協議会や校区ネットワーク会議で学
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校の課題やめざす生徒像を共有し、地域の力

を活用した授業改善を進める。 

 

４ 研究の実際 

（１） 体制づくり 

① 学校の体制づくり 

組織としてのベクトルをそろえるために

学校評価の４点セットを活用した。学校の

教育目標実現のために喫緊の課題から重点

的取組を決め、学校全体のベクトルを合わ

せて学校改革を行うものであるが、着任当

初の本校生徒の喫緊の課題として挙げられ

たのは、「自己肯定感、自己有用感」の低さ

と生徒間の「学力格差」であった。 

そこで、４点セットの重点目標として「自

己肯定感の育成と課題対応力の向上」を位

置づけ、重点的取組として「総合的な学習の

時間に地域人材を活用することで成功体験

を積み重ね、学びに向かう態度の育成を図

る。」とした。地域社会の方々と触れ合い、

地域に貢献する活動に実践することで、自

分があてにされる存在であるという自己有

用感を育てようと考えた。 

教職員に対しては、目標管理の面談を活

用して、総合的な学習の時間のカリキュラ

ムづくりの指導助言と地域をつなぐコーデ

ィネート力の育成を図った。 

 

 

 

 

 

 

② 地域とともにある学校体制づくり  

本校は、町内小中学校３校による学校運

営協議会を組織している。コミュニティス

クールの教育目標として、「ふるさとに誇り

をもち、未来を切りひらく本耶馬渓っ子の

育成」と設定し、家庭と地域、学校が協働し

て、子どもの学びに主体的にかかわってい

る。本校を取り巻く地域の特徴として、学校

運営協議会と校区ネットワーク会議（なか

つすくすくプロジェクト）、青少年健全育成

会議が互いに連携しているため、地域の子

どもは地域で育てるという意識を持ちやす

い環境にある。校長としてこれらの会議に

出席して、学校の課題やめざす生徒像を共

有し、地域の方々に学校の教育活動に対す

る協力要請を行った。 

校区ネットワーク会議のコーディネータ

ーである公民館館長とは月 2～3 回打ち合

わせを行う。また、月１回の校区校長会に

は、本耶馬渓支所の地域振興課課長や主幹

に出席してもらい、児童生徒の活動の支援

をお願いした。 

 

 

 

 

 

 

 

  ➂ 卒業生による応援体制づくり 

     私自身が、本校の卒業生であり、また教

諭として長く勤務した経験を生かして、同

窓生や卒業生のネットワークづくりを行っ

た。学校の取組を紹介して、学校の応援団

として様々な活動に協力要請を行った。 

（２）カリキュラムの見直し  

 昨年度改めて「地域を学び 地域と学び 地域

に貢献する生徒を育成」する視点で、総合的な学

習の時間のカリキュラムを見直した。目標を１年

生では「地域を学び、地域の魅力を知ろう」とし

て、地域の産業や事業所について学ぶ。支所長や

商工会の方々の話を聞く機会を設ける。２年生で

は「地域の魅力を発信しよう」として、地域フィ

ールドワークを行い、地域の歴史や文化、そこで

暮らす人たちの思いを知り、修学旅行先で地域の

魅力を発信するＰＲ活動を行う。３年生では「地

域の資源（魅力・特徴）をもとに、地域の将来に

ついて考え提言しよう」として、地域の活性化に

向けた提言を行うことにした。さらに、２学期に

縦割り班で「地域貢献活動」を位置づけ実施する

ことにした。１年生から３年生の縦割りの班を作

り、プロジェクトごとに３年生がリーダーとなり、

地域に貢献する活動を地域・家庭と連携しながら

行っている。 

 ３年前の地域学習で、自分たちが考えた地域活

性化プランについて地域の方々（支所長、自治会

長、学校運営協議会委員等）に提言を行った。そ

こでは、提言内容について厳しい意見もいただき、

その後の地域貢献活動に向けての課題設定にい



かすことができた。しかし、その年には、自分た

ちが考えた貢献活動を実行に移すところまでは

できなかった。一昨年度に改めて、地域が抱える

課題を知るために情報を収集し、自分たちができ

る持続可能な活動は何か考え、地域貢献活動を実

行に移していった。その様子は「おおいた教育の

日」推進中津大会で「ふるさと魅力再発見」と題

してステージ発表を行った。昨年度よりさらに内

容を改善した地域貢献の活動を行っている。                  

 

               

（令和３年度） 

                                   

 

 

 

 

 

（令和３年度）        （令和４年度）  

 

 

（３）地域力を活用した授業づくり  

①地域貢献プロジェクト 

 職業人講話や職場体験、地域フィールドワーク

や聞き取り調査から、生徒自ら地域に貢献する活

動を考え実施する。プロジェクトごとに縦割り班

で取り組む。 

（令和５年度） 

 ・フォトプロップスづくり 

 ・石ころアートづくり 

 ・本耶馬渓町観光案内のＣМづくり 

 ・サイクリング休憩所の清掃・装飾づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和６年度） 

・本耶馬渓町観光案内のＣМづくり 

 ・サイクリング休憩所の清掃・装飾づくり 

 ・事業所の案内看板づくり 

 ・大学生が考案した商品宣伝ポスターづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②清掃活動「クリーン本耶馬」 

校区ネットワーク会議（すくすくプロジェクト）

と連携し、活動の幅を広げる。保護者や地域の

方々と一緒に観光地の清掃活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➂地域資源、地域人材を活用した教育活動 

〈本耶馬渓支所地域振興課〉 

校区校長会に地域振興課課長も出席し、生徒が 

  町の観光イベントに参加する手立てを協議する。 

・ネモフィラ栽培とキャラクター「ネモフィ」 

の考案 

・観光イベント（観光どんど、ネモフィラフェ

スティバル、フォトコンテスト）へ参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈中津市教育委員会社会教育課〉 

「不滅の福澤プロジェクト」に学年単位で参加 

する。 

・１年 中津市歴史博物館、福澤旧居見学 

～社会見学 

  ・２年 中津藩蔵屋敷跡見学（福澤諭吉生誕地） 

～修学旅行  

→なかつ学びんぴっく「諭吉検定」に参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈観光ボランティアガイド〉 

観光ボランティアガイドより地域の歴史や文 

化について学ぶ。 

・歓迎遠足の競秀峰登山のガイド 

・地域フィールドワークの講師 

→修学旅行先での地域の魅力 PR 活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈商工会女性部・津軽三味線奏者〉 

地域の盆踊り「耶馬渓ばやし」を復活させる。 

卒業生の和太鼓・津軽三味線奏者を招聘して、 

よさこいソーラン調にアレンジした曲で踊り 

を披露する。 

→文化祭や地域の観光イベント（観光どんど、

ネモフィラフェスティバル）で披露 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈中津ケーブルネット〉僕 

学校の教育活動を取材してもらうとともに、観 

光CМづくりの技術指導を受ける。現在、隣の 

道の駅観光案内所で放映中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈社会福祉協議会〉 

学校菜園で野菜を栽培して、町内の高齢者施設 

に食材として提供する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈国土交通省〉 

中津日田高規格道路インターチェンジ建設に 

際して、ペイントメッセージ制作、橋梁揮毫、 

ビデオメッセージ制作に参加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



学校が楽しい。 

〈別府溝部学園短期大学〉 

 「おおいた地域連携プラットホーム」の取組に 

参加し、大学生とともに地域の魅力を発表し、地 

域課題について意見交流を行う。 

 

 

 

 

 

〈退職教員による学習塾の立ち上げ〉 

  校区ネットワーク会議（なかつすくすくプロジ 

ェクト事業）を活用して、退職した中学校・高 

校の教員がスタッフとなり、公民館を会場に学 

習塾「禅海塾」を立ち上げる。事務局は公民館 

長（地域学校協働活動推進員）が担う。学年の 

壁を取り払い、学び方の指導や補充学習を行う。 

 

 

 

 

 

 

(4) 教育活動の成果を発信する 

①「学びの Out Put」を位置づけた授業づくり 

教科の単元計画に学習の成果を発信する活 

動を位置づける。学びの成果を外部団体のコ 

ンクール等に積極的に出品する。  

 ②成果発表の機会を利用 

研究指定の実践発表や各種募集を学習成果

の発表の場ととらえ、生徒に意欲づけを行う。

また、その場に地域の方や保護者を招待する。

HP や通信、新聞投書で発信する。 等 

・大分っ子「未来創造プロジェクト」実践交流 

会 

・一人一台端末プレゼンテーションコンテスト 

・少年の主張大分県大会 

・新聞への投書  等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 成果と課題 

（１）成果  

 ①生徒評価「地域のことを学ぶことで本耶馬渓が

好きになった」と回答する生徒が５月 92%（Ａ

評価 46%）→３月 100%（Ａ評価 75%）、「学校

が楽しい」と回答する生徒が５月 95%（Ａ評価

59%）→３月 100%（Ａ評価 75%）であった。 

   地域貢献活動が地域の方や保護者から高く評

価されている。様々な場での実践や活動の報告

を行うことで生徒に自信が生まれ、自己有用感

や自己肯定感を得た生徒が増えたと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和５年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和６年度） 

②縦割りの活動を取り入れることで、取組の中で

課題を発見し、整理・分析を行うことができた。

検証・改善を行い、次年度の活動につなげるこ

とができている。 

 ➂学校運営協議会や校区ネットワーク会議（すく

すくプロジェクト）、健全育成会議と連携するこ

とで、学校の教育活動に協力してくれる地域の

方々が増えた。また、卒業生からも協力依頼が

増えた。教員の働き方改革にもつながっている。 

  ・地元企業によるグランドの除草整備作業 

 ・地元企業による備品の寄贈 

  ・地域の防災士が防災教育（避難訓練）に参加 

  ・読み聞かせグループが朝読書の時間に参加 

  ・卒業生が部活動指導員として参加  



  ・卒業生が職業人講話の講師として参加 

・支所長による卒業証書の揮毫  等々 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）課題 

 ①成果を継続させるためには、生徒の関心・意欲

を引き出す継続的な働きかけが必要である。そ

のためには、教職員による探究的な学習活動の

継続的な取り組みが必要である。校長には、人

材育成を進めるとともに不断の教育課程を見直

す視点や実施上の工夫（カリキュラム・マネジ

メント）が求められる。 

②地域の協力を得ながら、活動を進めてきたが、

活動には予算措置が欠かせない。地域や行政と

より密接な連携が必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ➂昨年前期のストレスチェクは 72 で、後期は 75

であった。今年度前期のストレスチェクは 65 で

あった。小規模校で校務分掌も多いため、教職

員は仕事量が多いことに負担を感じている。し

かし、その仕事量は自分でコントロールできる

と感じており、同僚や上司の支援も得られると

も回答している。教職員に過重な負担をかけず

に家庭や地域の協力を得るためには、校長によ

る積極的な働きかけが重要である。 

 

おわりに 

一昨年４月より校長として「地域とともにある学

校づくり」をめざして、学校経営に取り組んできた。

学校には自由になる「人」「もの」「金」が不足して

いるが、地域社会には多様なステークホルダーが多

数存在している。この１年間、校長として、それら

と上手くつながり、Win- Win の関係を築き、学校の

教育活動に巻き込んでいくことを意識してきた。

様々な方と交流する中で、地域の方の学校に対する

期待は大きいことを感じる。また、校長のリーダー

シップやマネジメント力、コーディネート力が重要

だと感じている。今後は本町３校合同のコミュニテ

ィスクールを核にして、「社会に開かれた教育課程」

を通じて、家庭や地域と持続的に連携・協働する体

制を構築していきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

                                                                                          


